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SuMPO環境ラベルプログラム

プログラム概要
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ライフサイクルアセスメントとは？

1

原料入手 素材化 部品化 組立 製品 使用・修理 解体 焼却 埋立輸送

ゆりかご
（Cradle）

墓場
（Grave）

製品等のライフサイクル（ゆりかごから墓場まで）における投入資源や環境負荷及び、
それらがもたらす地球や生態系への環境影響を定量的に評価する方法

リサイクル・リユース

ゆりかごから墓場まで
Cradle to Grave

環境への影響評価

LCA（Life Cycle Assessment）：国際規格（ISO14040及びISO14044）に基づいた
環境影響の定量評価手法

資源消費土地利用 廃棄物酸性化 富栄養化 光化学オキシダント

都市域大気汚染 有害化学物質 オゾン層破壊 生態毒性地球温暖化
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環境ラベルにできること

2

製品

都市域大気汚染有害化学物質

オゾン層破壊 生態毒性

資源消費

土地利用

廃棄物

酸性化

富栄養化

光化学オキシダント

地球温暖化

LCAに基づく様々な環境情報

ライフサイクルアセスメント（LCA: Lifecycle Assessment）に基づく環境情報を
信頼性の高い定量情報として開示するツール

取引先企業 一般消費者

信頼性の高い

環境情報の開示
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3種類に分かれる環境ラベル制度

3

ISOに基づく環境情報開示は、タイプ I からタイプIIIまでの3種類

タイプI
環境ラベル

タイプII
環境ラベル

タイプIII
環境ラベル

準拠する国際規格 準拠する国際規格 準拠する国際規格ISO14024 ISO14021 ISO14025

- LCAに基づく定量評価 -

ある基準に合格している

ことを証明する

企業独自の指標に基づき

環境に良いことを自己主張する

製品の環境情報を

定量的に開示する

エコマーク
日本

ブルーエンジェル
ドイツ

キヤノン
日本

日立製作所
日本

エコリーフ
日本

インターナショナルEPD
スウェーデン

受け手

企業

提供者

環境情報の

第三者認証機関

第三者機関が合否を判定

取引先・消費者

受け手

企業

提供者

取引先・消費者

受け手

企業

提供者
第三者検証機関

第三者機関がデータを検証

取引先・消費者

ワン スリー

第三者によるチェックなし

環境情報の 環境情報の
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環境情報の定量評価オプション
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LCAのISO14040及びISO14044を土台とした定量化オプション

エコリーフ CFP（カーボンフットプリント） その他のLCA算定
EPD（Environmental Product Declaration）

環境配慮型製品の開発や自社製品間の
比較等、社内向けの活用を想定買い手に分かりやすい環境情報のコミュニケーションツール

国際市場で通用する透明性・信頼性・妥当性の高い定量的な環境情報

LCA手法
ライフサイクルアセスメント（LCA）の基本原則・枠組

ISO14040及びISO14044

追加の国際規格 ISO/TS14067ISO14025 -

評価領域 地球温暖化のみ多数の環境領域
目的に応じて設定

温室効果ガス排出量地球温暖化、資源消費など多領域

算定ルール
ISO/TS14027 自由度の高い、目的に応じた

独自の算定ルール製品カテゴリールール（PCR：Product Category Rule）

タイプIII環境ラベル カーボンフットプリント宣言

第三者検証 第三者検証

特徴
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エコリーフとCFPの評価領域の違い
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地球温暖化への影響のみのCFP、多領域のエコリーフ

カーボンフットプリント

CFPの評価対象

都市域大気汚染 有害化学物質 オゾン層破壊 生態毒性

資源消費土地利用 廃棄物酸性化 富栄養化 光化学オキシダント

地球温暖化

エコリーフの評価対象

国や地域によってそれぞれの影響領域の重み（重要度）は異なるものの、
エコリーフでは地球温暖化以外も幅広く評価可能
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ISO14000シリーズにおけるLCAと環境ラベル

TC：専門委員会

SC：分科会

SC2
環境監査
（EA）

SC1
環境管理システム

（EMS）

SC4
環境パフォーマンス

評価（EPE）

CAG

用語・定義

ISO/TC207

ISO/TS14027
:2017

PCR（プロダクトカテ
ゴリールール）の策定

ISO14026:2017

フットプリント
コミュニケーション

ISO14025:2006

タイプIII環境ラベル
（LCAベース）

SC3

環境ラベル

SC7
温室効果ガス
マネジメント

ISO/TS14067: 
2013

カーボンフットプリント
及びコミュニケーション

ISO/TR14045
:2012

環境効率

ISO14044:2006

LCA実施方法

ISO14040:2006

LCAの原則・枠組

ISO/TR14048
:2012

データ書式

ISO/TR14047
:2012

影響評価

ISO/TR14049
:2012

インベントリ分析
（事例）

ISO/TR14046
:2014

ウォーターフット
プリント

ISO/TR14073
:2016

ウォーターフット
プリント（事例）

ISO/TS14072
:2014

組織のLCA

ISO/TS14071
:2014

クリティカルレビューAmd1(Amendment1) : 2020
Amd1(Amendment1) : 2017
Amd2(Amendment2) : 2020

LCA実施で要求される
全ての事項を含む

LCA実施においては14044
参照が唯一の要求事項

SC5
ライフサイクルアセ
スメント（LCA）

TR：標準報告書

6

TS：標準仕様書

LCA共通原則
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SuMPO環境ラベルプログラムの概要
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国際規格（ISO）に基づき、信頼性・透明性を担保したプログラム運営

原材料の
調達

生産

流通

使用・維持

廃棄・
リサイクル

つくる
つかう

いかす

プログラムの目的

環境情報を分かりやすく社会に普及させる
ことで消費者のライフスタイルの変革を促し、
個々人の日々の生活や消費行動がもたらす

環境負荷の低減に貢献する

消費者に対して

製品やサービスの環境負荷を見える化し、
事業者・消費者・投資家等との環境情報の

コミュニケーションを促進させ、企業活動による環境
負荷の低減や企業の社会的責任の遂行に寄与する

事業者に対して

製品のライフサイクル全体にわたる定量的環境情報をLCA手法で見える化

kg-CO2eq kg-SO2eq kg-C2H4eq etc.

「見える化」された環境情報を用いた、情報の提供者と利用者の間での
正しい環境情報のコミュニケーションを促進

環境負荷低減のための相互理解と、削減行動を促進

ISO/TS14067: 
2013

カーボンフットプリント
及びコミュニケーション

ISO14040:2006

ライフサイクルアセスメント

ISO14044:2006
ISO/TS14027: 

2013

PCR（プロダクトカテ
ゴリールール）の策定

ISO14025:2006

タイプIII環境ラベル
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登録公開数
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2023年3月31日現在

認定PCR：50製品カテゴリー

公開中宣言数：1,501件 公開中宣言数：891件
累積登録公開数：2,748件 累積登録公開数：2,020件

従来プログラムにおけるPCR数：86件（エコリーフ）/107件（CFP）

公開企業数累計：112社* 公開企業数累計：223社*

*公開企業数累計（エコリーフ・CFP合計）：335社

PCR（Product Category Rule）：製品カテゴリールール

食品

0.0%

生活用品

3.9%
衣料品

0.1%

オフィス

0.0%

エネルギー使用製品

81.3%

印刷関連

0.2%

土木・建築

10.2%

その他産業用

4.0%

サービス

0.1%

食品

9.6%

生活用品

13.0%

衣料品

3.1%

オフィス

2.8%

エネルギー使用製品

24.2%

印刷関連

14.1%

土木・建築

3.1%

その他産業用

2.3%

サービス

1.3%
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宣言公開までの4ステップ

9

プログラムの算定ルールに基づくLCA算定の後、検証に合格して公開となる

宣言の公開PCRの選定
第三者による

検証

PCRを見つける
／作る

LCA算定をする 検証を受ける 公開する

PCRの策定

PCRに基づいた

算定

https://ecoleaf-label.jp/pcr/pcr_list.php

宣言を公開したい製品に該当する
PCRをプログラムウェブサイトで探す

該当するPCRが未だない場合は
新たに作成

PCRに則り、プログラムが提供する
算定ツールを用いて算定を実施

PCR: Product Category Rule

製品カテゴリールール

算定を始める前に、まずは
製品種ごとの基本ルールを準備

申請事業者が算定を実施

社内にLCA算定経験者がいない
場合は外部コンサル等を活用

検証員から修正等の指摘があった場合
には、再度算定を実施した後再検証

検証に合格後、
登録公開申請をして公開

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/

プログラムウェブサイト

第三者検証員による検証

プログラムに登録された第三者
検証員及びレビューパネルが

算定結果を検証

プログラムウェブサイトへの公開

情報公開と共に、検証済みの
環境情報とマークを企業活動に

使用することが可能となる

宣言案の作成

算定結果等を記載する
宣言シートの案を作成

1 2 3 4

https://ecoleaf-label.jp/pcr/pcr_list.php
https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/
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PCRの策定から公開までの詳細検証フロー
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申請者

ワーキンググループメンバー

PCR原案 試算結果

PCRレビューア
専門家を事務局がアサイン

PCR レビューパネル
3名の委員を事務局がアサイン

PCR原案&試算結果

LCA実施

検証員

独立した検証員を事務局がアサイン

LCA結果 公開宣言案 LCA結果&公開宣言

レビューパネル

委員を事務局がアサイン

宣言の登録公開申請者

PCRに基づく

ISO/TS14027

ISO14025

ISO/TS14067

1. PCRの策定

2. LCA結果の検証

認定PCR

修正 最終化

検証済み 最終版

ISOに基づく透明性の高いルールメイク＆LCA検証システム

意見公募

同業他社等

PCR原案
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PCR（Product Category Rule）とは？
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製品種類ごとに定められたLCA算定ルールと宣言に関する決め事
複数の組織から成るワーキンググループでの原案作成に加え、
意見公募やレビューパネルを経て策定される

ライフサイクルフロー図

PCRに記載される

PCRを使うことができる製品の定義

算定に含める評価範囲

算定の際の算定単位

データ収集が必要な項目

データ収集が困難なときの対処法

宣言に書かなければいけない記載必須事項

対象とすべき環境影響

「製品1台あたり」「製品1kgあたり」「製品1mあたり」等

「算定対象は原材料調達から製造、流通、使用、廃棄まで」等

「海外での輸送距離が不明な場合は○○kmとして計算」等

「製造段階では○○と○○の一次データが必須」等

「有害物質を合わせて記載しなくてはならない」等

「PCR記載された製品のみが対象」等

etc.

https://ecoleaf-label.jp/pcr/pcr_list.php

既存PCR一覧

https://ecoleaf-label.jp/pcr/pcr_list.php
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エコリーフ／CFP活用事例
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キヤノン株式会社様 株式会社日立製作所様 日本製鉄株式会社様

株式会社安藤・間様株式会社J-オイルミルズ様

日本製鉄株式会社様

富士特殊紙業株式会社様日本ハム株式会社様 生活協同組合連合会様

株式会社J-オイルミルズ様

取引先、投資家、消費者等のステークホルダーに向けて環境情報を開示し、
差別化・ブランディング・信頼強化等に活用

取引先、投資家、消費者との環境情報コミュニケーション

製品へのマーク貼付プレスリリース CSRレポート製品ウェブサイト掲載 営業資料

サステナビリティレポート
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ライフサイクルの環境負荷見える化に活用
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更なる削減努力環境負荷を知る 削減に取り組む

製品設計や目標設定の指標にもなるライフサイクル環境定量評価

廃棄・リサイクル

使用維持

物流

生産

原材料調達 原材料調達

使用維持

生産

物流

廃棄・リサイクル

原材料調達

使用維持

生産

物流

廃棄・リサイクル

例：生産工程（自社工場）の
効率化・省エネ化

例：製品の省エネ化

サプライチェーン全体で
目指す環境負荷削減

「どこをどうすれば環境負荷を
減らせるか」が明確に可視化できる

削減努力の結果を客観的に評価し、
対外的にも自社努力を示すことができる

サプライチェーン全体を巻き込んだ
ライフサイクルでの環境負荷低減
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削減努力の見える化事例
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自社製品同士の比較に基づく削減量（率）の表示が可能

株式会社J-オイルミルズ様 株式会社日立製作所様

Hitachi Virtual Storage 
Platform 5100H

「長調得徳」キャノーラ油
（業務用食用なたね油）

同一のPCRを用いて算定が実施され、

同一業者の製品間比較であり、

機能単位が全く同じかつ機能が同等で、

データ収集方法が同等で、

評価対象及び比較対象どちらも検証を受けた数値であり、

比較自体も検証を受け、

下記条件を満たすことで、削減量（率）を用いたコミュニケーションが可能

20%削減 45%削減

比較条件や差異の解説等が明記されている

過去時点での数値

従来品の数値

現在の数値

最新版の数値
etc. etc.

削減分

https://ecoleaf-label.jp/regulation/#JR-07※詳細：JR-07 算定宣言規程

https://ecoleaf-label.jp/regulation/#JR-07
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SCコミュニケーションへの活用
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素材メーカー

ISOに則った、第三者検証済みデータ

消費者

部品メーカー

セットメーカー

サプライチェーン（SC）のどの段階においても重要な、透明性の高い環境定量情報

セットメーカーは、エコリーフ／CFPを取得した素材・部材等を使用することで、消費者に対して環境面をアピール

素材メーカーは、部品メーカーに自社製品の環境面をアピール

ISO14025, ISO/TS14067, ISO/TS14027

各社は、サプライチェーンマネジメントを通じた環境への取り組みを、投資家等に対して情報開示

投資家・金融機関等

部品メーカーは、セットメーカーに自社製品の環境面をアピール

エコリーフ／CFPを取得することで...



©2022 Copyright. All Rights Reserved. SuMPO

海外認証制度との連携①：EPEAT
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EPEAT Electronic Product Environmental Assessment Tool

電子・電気製品の環境総合評価システム

イーピート

米国の連邦官庁は電子・電気製品を調達する際（EPEATで基準が作られた製品カテゴリーがある場合）
EPEATで評価・登録された製品を選択しなくてはならない

2016年秋から有効になった大統領命令（E.O.13693）の電子製品調達基準を満たせるのは
現時点ではEPEAT登録製品のみ

必須と任意の項目を満たした数により、製品が金・銀・銅でランクされ登録される

米国オレゴン州ポートランドの非営利組織The Global Electronics Council (GEC)が運営

EPEAT登録可能製品カテゴリー

Computers and displays
desktops, laptops/notebooks, workstations, 
thin clients, displays (computer monitors)

Imaging equipment
printers, copiers, scanners, multifunction 
devices, fax machines, digital duplicators 
and mailing machines

Server

Photovoltaic Modules

Televisions

Mobile devices
必須基準：23項目

Imaging equipment
（印刷複合機を含む） 3ポイント

任意基準：8分野28項目

2ポイント

3段階のEPEAT評価ランク

ゴールド シルバー ブロンズ

必須基準全て

任意基準75%以上

必須基準全て

任意基準50%以上

必須基準のみ

※規程内容は製品分野により異なる

SuMPO環境ラベルプログラムの
エコリーフ／CFP宣言が加点対象



©2022 Copyright. All Rights Reserved. SuMPO

海外認証制度との連携②：LEED

17

米国グリーンビルディング協会（U.S. Green Building Council）が運営

LEED Leadership in Energy & Environmental Design

建築物の環境性能に係る第三者認証制度

リード

ライフサイクルの考えが基準に導入され、建材の環境情報の明示がクレジットの加点対象

2016年11月から適用されているv4においてLCA及びEPDが加点対象

品目ベースで5社以上&20品目
以上のEPD取得でポイント

Materials and Resources
（材料と資源） SuMPO環境ラベルプログラムの

エコリーフ宣言（EPD）が加点対象

建築設計
および建設

インテリア設計
および建設

既存ビルの運用と
メンテナンス

近隣開発 ホーム

LEEDが提供する5つの認証システム
多様なプロジェクトに対応

クレジットでのポイント加点
カテゴリごとに設けられた基準を満たすことでポイントを獲得

SuMPO環境ラベルが関係するカテゴリ

4段階の認証レベル
プロジェクトが獲得したポイント数に

応じて認証レベルを決定
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大日本塗料（株）
パウダーフロンSELA

吉野石膏（株）
シージングせっこうボード
（GB-S)ほか、計6製品

AGCコーテック（株）
水性フッ素樹脂塗料『ボンフロン』

センクシア（株）
ウッドコアスチールフロア
WSA500Nほか、計2製品

（株）LIXIL
プローゼシーガルステップ

ほか、計2製品

東芝エレベータ（株）
機械室無しタイプ

エレベーター(SPACEL-GRⅡ)

川島織物セルコン（株）
タイルカーペットアートバンク
カット&ループほか、計18製品

東京鉄鋼（株）
ネジテツコン

YKK AP（株）
ビル用アルミ形材/ 樹脂型材

（株）デコス
デコスファイバー

日本製鉄（株）
H型鋼杭ほか、計10製品

中本造林（株）
建築用内外装部材焼杉/浮造ほか、

計3製品

ヤマトスチール（株）
H型鋼・H型鋼ぐいほか、計6製品

15社, 62製品

日本電気硝子（株）
ファイアライトほか、計2製品

LEED対象製品のエコリーフ宣言公開事例 2021.07.15時点

トピー工業（株）
H型鋼ほか、計6製品
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環境ラベルの特徴

国際規格のISO準拠

ライフサイクル全体での環境負荷を
定量的にの可視化

製品・サービスごとの共通算定ルールに
基づく透明性の高い手法

第三者検証済みの信頼性高い情報

環境ラベルにできること

サプライヤーへのデータ提供（toB）

消費者コミュニケーション（toC)

投資家向け情報開示

削減効果・努力のアピール

ブランディング・差別化

認証制度連携（LEED・EPEAT）

ISO14025・ISO/TS14067に準拠した環境情報開示プログラム
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宣言の例（CFP）
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表紙ページ

宣言の基本情報 算定結果・条件等の詳細 追加情報（定性的情報）

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php公開宣言一覧

2ページ目以降

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php
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宣言の例（CFP）
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宣言の基本情報（表紙ページ）
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宣言の例（CFP）
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算定結果の詳細や、算定に関する追加情報（2ページ目以降）
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宣言の例（CFP）
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結果の解釈等の定性的情報（2ページ目以降）

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php公開宣言一覧

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php
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宣言の例（エコリーフ）
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宣言の基本情報 算定結果・算定条件等の詳細 追加情報

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php公開宣言一覧

表紙ページ 2ページ目以降

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php
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宣言の例（エコリーフ）
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宣言の基本情報（表紙ページ）
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宣言の例（エコリーフ）
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算定結果の詳細や、算定に関する追加情報（2ページ目以降）
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宣言の例（エコリーフ）
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追加情報（2ページ目以降）

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php公開宣言一覧

https://ecoleaf-label.jp/declaration_list/index.php


心豊かな未来をSuMPOの業で創ります
さんぽ わざ

一般社団法人サステナブル経営推進機構

〒101-0044 東京都千代田区鍜冶町2-2-1

三井住友銀行神田駅前ビル

ホームページ https://sumpo.or.jp
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